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平平
成成
二二
〇〇
年年
度度
学学
力力
・・

学学
習習
状状
況況
調調
査査
実実
施施
！！  

  
  四

月
二
二
日
（
火
）
午
前
九
時

一
〇
分
か
ら
全
校
の
チ
ャ
イ
ム
を

止
め
て
六
年
生
児
童
六
八
人
が
文

部
科
学
省
主
催
の
学
力
・
学
習
状

況
調
査
、
通
称
全
国
学
力
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
問
題
は
、
国

語
や
算
数
の
基
礎
的
な
部
分
と
、

身
に
付
け
て
い
る
知
識
や
技
能
等

の
活
用
力
を
調
べ
る
部
分
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
外
、
日
常
生

活
の
様
子
な
ど
を
調
べ
る
質
問
紙

も
あ
り
、
二
二
日
は
六
年
児
童
の

頭
を
悩
ま
せ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
三
年
生
が
調
査
対
象

に
な
り
ま
す
。 

な
お
、
平
成
一
九
年
度
は
調
査 

結
果
の
集
計
に
時
間
が
か
か
り
、

調
査
の
目
的
で
あ
る
「
学
校
が
、

全
国
的
な
状
況
と
の
関
係
に
お
い

て
自
ら
の
教
育
の
結
果
を
把
握
し
、

改
善
を
図
る
」
た
め
に
は
課
題
が

残
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
そ
の
状
況
も
改
善
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

学
校
で
は
、
今
後
も
調
査
結 

果
だ
け
で
な
く
日
常
の
学
習
指 

導
に
お
け
る
反
省
も
生
か
し
、

児
童
の
様
々
な
力
を
伸
ば
す
こ
と

に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

  

四
月
一
七
日
（
木
）
午
前
一
〇

時
三
〇
分
か
ら
約
一
時
間
半
を
使

い
児
童
会
主
催
で
「
一
年
生
と
な

か
よ
く
す
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。 

内
容
は
、
上
級
生
た
ち
の
一
年

生
を
歓
迎
す
る
歌
や
一
年
生
が
お

礼
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
敷
島
南
小

恒
例
の
、「
ド
ラ
え
も
ん
劇
場
」
を

見
た
り
す
る
も
の
で
、
全
校
が
一

体
と
な
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

七
二
人
の
一
年
生
た
ち
は
、
少

し
緊
張
し
た
顔
で
大
勢
の
上
級
生

を
前
に
歌
を
歌
い
ま
し
た
が
、
元

気
よ
く
、
と
て
も
大
き
な
声
を
出

し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

  

学
校
を
離
れ
て
社
会
の
仕
組
み

を
学
ぶ
た
め
に
色
々
な
施
設
を
見

学
し
た
り
、
新
し
い
学
級
の
友
だ

ち
と
触
れ
あ
う
中
で
学
級
の
絆
を

深
め
る
こ
と
も
ね
ら
い
校
外
学
習

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
春
と

秋
は
自
然
の
姿
が
日
ご
と
に
移
り

変
わ
る
た
め
、
理
科
の
自
然
観
察

に
適
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
低

学
年
児
童
が
、
交
通
安
全
教
育
の

た
め
に
県
の
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー

を
見
学
し
た
り
、
中
学
年
で
は
県

立
科
学
館
や
平
瀬
浄
水
場
の
見
学

な
ど
を
理
科
や
社
会
科
の
授
業
と

し
て
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
主

な
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
五
月
二
日
（
金
）（
一
学
年
） 

 
 

赤
坂
台
総
合
公
園 

・
五
月
上
旬
数
回
（
二
学
年
） 

 
 

校
区
探
検 

・
五
月
九
日
（
金
）（
三
学
年
） 

 
 

敷
島
地
区
内
施
設
見
学 

・
五
月
二
九
日
（
木
）（
四
学
年
） 

 
 

甲
府
地
区
消
防
本
部 

・
六
月
一
九
日
（
木
）（
四
学
年
） 

 

荒
川
ダ
ム
・
広
瀬
浄
水
場 

・
五
月
二
七
日
（
火
）（
五
学
年
） 

敷
島
地
区
小
学
校
球
技
会 

・
五
月
二
一
〜
二
三
日
（
六
学
年
） 

 
 

研
修
（
修
学
）
旅
行 

四
月
一
八
日
（
金
）
午
後
一
時

五
〇
分
か
ら
授
業
参
観
、
続
い
て

二
時
五
〇
分
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、

さ
ら
に
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
そ
の

後
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
学
校
職
員
と

の
懇
親
会
へ
と
強
行
日
程
で
行
事

が
続
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
に
は
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
戦
前
の
学
校
の
教

育
方
針
を
保
護
者
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
た
「
父
兄
会
」
を
、
戦
後
日

本
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
に
改
め
て

創
ら
れ
ま
し
た
。 

「
昭
和
二
一
年
三
月
、
第
一
次
ア

メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告
書
の
な

か
に
「『
児
童
・
生
徒
の
福
祉
増
進
及

び
教
育
計
画
の
改
善
の
た
め
に
、
父

母
と
教
師
の
会
に
激
励
を
与
え
る
こ

と
』
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
結
成
を
示
唆

す
る
一
文
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
報
告

書
の
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

（
総
司
令
部
教
育
情
報
部
）
は
、
文

部
省
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
研
究
と

結
成
を
う
な
が
し
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
た
文
部
省
は
、
翌
二
二
年
三
月

五
日
、『
父
母
と
先
生
の
会
―
教
育
民

主
化
へ
の
手
引
』
と
い
う
資
料
を
作

成
し
、
全
国
の
知
事
宛
に
配
布
し
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
を
奨
励
し
た
。」結
果

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
、
様
々
な
企
画
へ
の
御
参
加

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
＊ 

年 

間 

行 

事 

＊
＊ 

児
童
の
発
達
段
階
や
気
候
の
様

子
を
考
え
て
、
年
間
の
行
事
や
授

業
計
画
等
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
も
色
々
な
事
情

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
間
の

日
程
は
、
他
団
体
と
調
整
し
な
が

ら
組
み
立
て
、
年
度
末
に
完
成
さ

せ
て
い
ま
す
。 

(

文
責:

飯
室) 
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４月１１日（金）実施の一年

生交通安全教室の様子から 

ＰＰ
ＴＴ
ＡＡ
総総
会会
へへ
のの
御御
協協
力力  

ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた  
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